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平成 27年度「食と緑の科学」編集委員会

編 集 委 員 長　沖　津　　　進
編集委員長代理　小　林　弘　明
編　集　委　員　赤　坂　　　信
　　　　　　　　近　藤　　　悟
　　　　　　　　長　　　泰　行
　　　　　　　　佐　々　英　徳
　　　　　　　　相　馬　亜希子
　　　　　　　　藤　井　英二郎
　　　　　　　　柳　井　重　人
　　　　　　　　小　林　弘　明

　ペチュニア園芸品種や野生種のアントシアニンとしてシアニ
ジン，ペオニジン，デルフィニジン，ペチュニジン，および，
マルビジンを基本骨格とした配糖体やアシル化アントシアニン
が41種類報告されている．ペチュニアの花色とアントシアニ
ン組成についてはペチュニア野生種で体系的にまとめられてい
るが，園芸品種においては断片的に主要アントシアニンの同定
が行われているのみである．ペチュニア園芸品種の中で最もア
ントシアニンの同定が進んでいて，なおかつ色調が最も豊富な
シリーズの一つであるバカラシリーズにおけるアントシアニン
の研究としては，赤色系品種の ‘バカラレッド’ と桃色系品種
の‘バカラチェリーローズ’，‘バカラピンク’，‘バカラピンクモー
ン’，‘バカラローズ’，および ‘バカラローズモーン’ において
詳しい同定が行われている．本研究では，上記の６品種を含む
バカラシリーズ全21品種のうち，アントシアニンを含まない‘バ
カラホワイト’ を除く20品種を用いて，アントシアニンの化学
構造とアントシアニンの濃度を測定した．さらに，ペチュニア
では花冠の搾汁pHが花色に影響することが古くから報告され
ており，その機構の一つとして，アントシアニンを蓄積する液
胞のpHを低下させるプロトンポンプ複合体が変異するとpHが
上昇して花冠が青色化することが知られている．本研究におい
ても各品種の搾汁pHの測定を行い，アントシアニン組成と花
色，搾汁pHと花色との関係について調べた結果，いくつかの
新しい知見が得られた．（本号掲載論文　「ペチュニア園芸品種
の花色とアントシアニン）１～８ページ参照．（立澤文見）

表紙写真説明

表紙写真（ペチュニア　バカラシリーズの実験栽培株）
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